
日本古代史源流の探索

探索の3本柱

Å遺伝子解析

Å大陸との位置関係を含む日本の地理・地形

Å年代造作を取り払った日本書紀（前回既報告）



３－１日本書紀が表す年代操作の痕跡
Å日本書紀人代は初代神武天皇から41代持統天皇の事績を表す。

（含神功皇后）この間1２57年間であるが、実際には２９７年
間であり、960年ふくらませて記述している、と見る。結果と
して神武天皇の即位はBC660年でなく、AD300年となる。

Å何を意図して書紀は年代造作をやったか？

①日本を古くからある「歴史と由緒ある国」と描きたい。

②歴史記述には長暦が必要、造作最終は西暦にあわせ正常化

③天武系での皇位継承を合理化すべく神功皇后の事績を挿入

④しかし年代造作以外の点では日本書紀記述は信じられる。



１－１遺伝子解析技術の進展

Å近年めざましい遺伝子（DNA）解析技術の進展により人類史が書き
換わろうとしている。だが技術概要、統計的知識の解説は割愛する。

Å我々ホモサピエンスは両親から46本の染色体を受け継いでいる

Å父、母から減数分裂を経て受け継いだ46本の染色体がXのみならば
女性、父親のY染色体1本が混じれば男性となる。

ÅY染色体のように1系統にしか伝わらない場合をハプロィド、父、母
両系統から伝わる場合をディプロイドと言う。

Å解析能力の制約上Y染色体のみまたは女性にのみ伝わるミトコンド
リア遺伝子の解析しかできなかったが、今は全遺伝子の解析が可能
に。けれど既存両方法にはこれまで多大の蓄積が残る。

Å遺伝子解析は日本の歴史、特に文字のない時代の歴史を解明する手
づるとなると期待できる







人口
26万人 8万人

山内丸山遺跡

2万人 11万人 59万人



１－３現代日本人のY染色体系統分類

（１）O系統 55％ 中国人及び東アジア全体に多い

（２）D系統 35％ 日本人、特有のタイプ、他にはチベット、ア

ンダマン諸島に見られる。

（３）C系統 6％ 東アジア各国で10数％くらいの確率で見られる。

（４）N系統 ２％ 北方民族固有の系統、ちなみに青森県では７％



Y染色体ハプログ
ループOの分布



Y染色体ハプログ
ループDの分布



ハプログ
ループ
Nの分布



遼河文明の位置



遼河文明



１－２遼河文明（畑作文化）の日本への
影響

●紅山文化

（6700年前～ 4900年前）

●夏家店下層文化

（4000年前 ～3500年前）

●夏家店上層文化

（3100年前 ～2500年前）

●玉器・石器文化

●青銅器・鉄器文化

中国史では殷代

日本史では縄文晩期・弥生初期

Y染色体ハプロはNが60％以上

●下層文化の上層にある

中国史では周・春秋時代

日本史では弥生期

Y染色体ハプロはO、Cが中心



6700～4900年前



紅山文化

紅山文化出土物



4000～3500年前



3100～2500年前

夏家店上層文化



黄河文明・長江文明・
遼河文明の融合



遼河文明と東アジア文明の融合
（源日本人形成への影響）

１、埴原和郎氏の2重構造説（1990年発表）

寒冷地適応した北東アジア人の渡来（弥生）

２、覚張隆史氏の3重構造説（2022年発表）

更に古墳時代の渡来人が現日本人の遺伝子

形成に大きく影響



中国大陸動乱
を背景とした
縄文社会の変貌

縄文から弥生へ
日本の変化







形質人類学から見た2重構造説



三
重
構
造
説

縄文⇒弥生⇒古墳と
続く日本人の変化



都道府県別弥
生度（現在）

最も弥生度が高い
24滋賀県

飛びぬけて縄文度の
高い47沖縄県

縄文度高いはずの
1北海道は平均的

どうして31島根32鳥
取の縄文度が高い？
松本清張「点と線」

左に行くほど弥
生度が高い



BC202



２－１弥生・古墳時代に起こった中国の
急激な人口変動（人口調査に基づく）

（１）日本の弥生時代に起こった中国の人口減少

前漢平帝時AD2年(59,594,978人）

ᵽ

後漢光武帝末AD57（21,007,820人）

（２）日本の古墳時代初期に起こった中国の人口減少

後漢復興、桓帝時AD157 （56,486,856人)

ᵽ

魏、呉、蜀の3国時代、及び魏による統一その後の晋の時代

晋の滅亡時AD316 （16,163,863人）



五胡十六国華
北争乱の様相



２－１日本王権の確立・古墳形態の変遷

（１）神武東征を機として日本の国際化と軍事化（300年ごろ）が始まる

（２）百済の倭への七支刀贈呈369年、高句麗は313年に楽浪郡を滅ぼし

た強国であったが、367年百済との戦闘中に故国原王が流れ矢にあたり死去。

百済はこのままではすまない、と倭との同盟関係を深めようとしたと見られる。

（３）新羅が高句麗に連れられ前秦に朝貢したのが377年

（４）倭、百済、新羅はほぼ同時期に国際化の波をかぶって軍事力を含む国内体制の

構築を行う必要が生じた。⇒日本では大和朝廷による王権の確立

（５）神武以前の弥生時代、大陸との窓口は裏日本側だった。墓制にもその足跡が残る。



前方後円墳以前の雑多な墓制



長長野野 長野県大室古墳群



京都府赤坂今井墳丘墓



島根県西谷6号墳
4隅突出型墳丘墳



4隅突出型墳丘墳の全国分布



２－２神社は祖先の足跡を示す？

Å神道は日本人が自然崇拝と祖先崇拝に基づき生み出したもの

Å世界の他の宗教と比べてきわめて特異

Å教義がない。教典がない。祀る対象・人物が次々追加出現。

建物も本来無く鳥居だけ。祈念も世俗的（家内安全、商売繁盛）

Åもともとは弥生時代に縄文的世界観を織り込んで形成され

日本全体に分布した精神的規範が神道？その後人々の移動

に伴い、裏日本から表日本に普及する。



２－３地域に偏在する神社が存在する。

Å例、数が多い例は諏訪神社。新潟県、中部一円に広がる。

Å東京・埼玉には氷川神社がある。御祭神は素戔嗚尊

Å兵庫県には大歳神社、総数429 うち７０％を兵庫県が占める

兵庫：289、広島：73、山口：24、島根：12、岡山：4

京都：３、大阪：３、福岡：３

地域偏在神社は渡来部族の移動の足跡を示している。日本海側

にやってきた渡来部族は温暖気候を求めて太平洋側に移動する





兵庫県を流れ
る主要河川



兵庫県大歳神社の分布



中国地方主要
河川



広島県大歳神社の分布



岡山県大歳神社



海抜95ｍ

海抜７００ｍ

海抜２８０ｍ

中国地方拡大
分水嶺



（１）前代武烈天皇に継子が無く、第26代継体天皇が507年応神

5世の孫の触れこみで越前から迎えられて樟葉の宮（枚方市）で帝位に就く。

（２）にも拘らず継体はヤマトの宮に入らず。20年後やっと磐余玉穂宮に入る。

（３）即位と同時期に手白香皇女、目子媛に加えて７人の妃をあらたに後宮に迎える。

①雅子媛 三尾氏（越） ②広媛 坂田氏（近江） ③麻積娘子 息長氏（近江）

④関媛 茨田氏（河内） ⑤倭媛 三尾氏 ⑥荑媛 和珥氏（河内）

⑦広媛 根氏（美濃）

継子の心配ではなく各妃の出身豪族の軍事的バックアップの裏付けを期待したもの

3-1歴史時代に入っても日本海側部族の
存在証拠が残る。（継体天皇の就位）



3-2日本海部族の存在証明2（壬申の乱）
661年白村江の敗戦後天智天皇の後を子供大友皇子と弟大海人皇子が争い、
672年古代最大とされる「壬申の乱」が起こる。勝利した大海人が「天武天
皇」として帝位に就く。

戦後の論功行賞で最高身分「真人」称号を与えられた部族

①守山 難波親王の末 ②路 難波親王の末 ③高橋 膳臣の末

④三国 継体天皇の末 ⑤当間 息長氏の末 ⑥茨城 欽明の末

⑦丹比 宣化天皇の末 ⑧猪名 宣化天皇の末 ⑨坂田公 息長同祖

⑲羽田 息長同祖 ⑪息長 ⑫酒人 継体の末 ⑬山路 息長同祖

Åいずれも継体子孫として帝位に就いた、あるいはつかなかった部族もしく
は息長同族出身の日本海側部族。
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